
京都大学・人と社会の未来研究院・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４３０１

挑戦的研究（萌芽）

2022～2019

心理療法事例にみられる心のレジリエンス機能に関する実証研究

Empirical research of resilience function in psychotherapy

３０２３４００８研究者番号：

河合　俊雄（Kawai, Toshio）

研究期間：

１９Ｋ２１８１６

年 月 日現在  ５   ６ ２６

円     4,400,000

研究成果の概要（和文）：近年，心理療法の領域でもエビデンスが重視される傾向を受け，本研究は心理療法に
おいて生じる心のレジリエンス機能の解明を試みた。心理療法事例のメタ的分析からは，心の変化のプロセスと
要因が実証的に示された。更に，心理症状を呈する事例と身体疾患患者の事例との間には，異なるレジリエンス
のあり方が可視化された。また，コロナ禍での調査により，災害時のショック状態からの回復を超えた心の成長
可能性も示唆された。

研究成果の概要（英文）：In response to the recent trend of emphasizing evidence in the field of 
psychotherapy, this study attempted to reveal the resilience function of the psyche that occurs in 
psychotherapy. A meta-analysis of psychotherapy cases empirically demonstrated the process and 
factors of psychological change. Furthermore, different resilience was visualized between 
psychotherapy cases with psychological symptoms and those with physical diseases. In addition, the 
investigation under the COVID-19 pandemic also suggested the possibility of psychological growth 
beyond recovery from the shock state of the disaster.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 心理療法　レジリエンス機能　効果研究　メタ分析　国際比較研究

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果は，心理療法の効果要因研究としての学術的意義に加え，心理症状の消失を超えて，来談者の現実的
な適応や，身体疾患患者の心の回復・変容といった，多様な心のレジリエンス機能が，心理療法において生じる
ことの実証に繋がった。また，コロナ禍において，個人の人生に新たな動きが生じやすくなっている可能性が示
されたことは，社会的危機状況からの回復に向けても有効な示唆であり，本研究の社会的意義と考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 近年，心理療法の領域でもエビデンスが重視され，臨床事例においても用いられたアプロー
チの効果を検証する傾向が高まっている。心理療法は，来談者の心理的課題の解決を通じた成
長・発展を目指すものとして捉えられるが，個別事例を詳細に検討すると，それは必ずしも右上
がりの成長イメージだけで生じるものではないことが，臨床実践では実感されてきた。そこで，
研究代表者らは 2018 年度までにパイロットスタディを行い，100 の心理療法事例をメタ視点か
ら分析することで，心理療法のプロセスの中で生じたネガティブな動きや，偶然の出来事が心の
成長をもたらすことを確かめてきた。 
 こうした心理療法事例のメタ的分析は，先行研究があまりない心理療法の効果要因の研究と
して意義を持つと考えられる。また，誰もがストレスと無縁とはいえない現代社会において，心
的状態の回復と成長の可能性に関して，類型化されたモデルを提示できるのではないかと本研
究の着想に至った。 
 
(2) 本研究の着想には，臨床実践のみならず，研究代表者らが行ってきた，東日本大震災後の心
のケア活動で得られた知見も基になっている。その活動の中では，① 3 ヶ月ほどで自然な回復
プロセスがみられること，②自然な回復がみられない場合でも，心理療法により震災のショック
からの回復とともに，きわめて個人的な課題が同時に解決されていくケースが多いこと，③そう
した変化には自然・共同体との繋がりがうかがえ，日本文化特有のレジリエンス機能と関連して
いること，などが明らかとなってきた（Kawai, 2015）。 
震災後のような極限状況において，ショックからの単純な回復を超えた体験がなされていた

ことは理論的に想定しうる変化を超えた心の回復機能の存在を示唆しており，心理療法で生じ
得る心の変容機序についても本質的な知見を与えてくれた。こうした経験が，単純な症状消失を
超えた人の心の回復・成長可能性について，文化比較的な視点を含めて明らかにしようとする本
研究の発想に繋がった。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では，心の回復プロセスに寄与する事象や成長可能性，変化を妨げる要因等を客観的
に提示することを目的とする。そのため，経験ある心理療法家から 300 以上の事例を収集し，上
述のパイロットスタディから得られた指標に基づきメタ的分析を行う。加えて本研究では，身体
性を含めて心の変化を包括的に理解するため，身体疾患を主訴とする心理療法事例を，心理症状
を主訴とする事例とメタ的に比較することも試みる。 
また，東日本大震災後に日本人のレジリエンスのあり方に注目が集まったが，個人と集団の関

係性や，社会が個人に要請する主体性の強度には，文化差があることが推測される。それゆえに，
個人の心の回復が周囲にいかに波及するかといった視点から，本研究では，日本人に特有の心の
回復機能を見出すことも目的とする。本研究は心理療法事例のメタ的分析としては他に類を見
ない数の事例を扱うため，実証的な方法論に基づきつつ，心理療法で生じ得る心の変容可能性に
ついて幅広い知見を示すことが期待できる。 
 
(2) 本研究期間中に生じた新型コロナウイルス感染拡大に伴い，我々の生命と生活は突然大き
なリスクに直面することとなり，それに伴う生活の変化および目に見えない身体的・心理的な負
荷の中，世界中の人々がストレスにさらされた。コロナ禍という災害状況も，震災時と同様に，
未曾有のストレス状況下におかれた人の心の反応と，そこからの回復や成長可能性について示
唆を与えてくれるものと思われる。 
そこで本研究では，コロナ禍で継続中の心理療法事例のメタ的分析を通して，コロナ禍が心に

与える影響を検討することに加え，コロナ禍という危機的状況からの心の回復プロセスを可視
化することも目的とした。「コロナうつ」という言葉が取り沙汰されたように，コロナ禍におけ
る心理的反応，精神的側面への影響は社会的にも注目されたところである。コロナ禍がクライエ
ントに及ぼした影響に関する研究結果は，コロナ禍のような社会的危機状況からの回復に向け
ても有効な視点を提供し，社会貢献に繋がるものと期待される。 
 
３．研究の方法 
(1) 【心の回復プロセスの分析と可視化】のため，本研究では，5年以上の臨床経験を有する公
認心理師・臨床心理士から事例を収集した。具体的には，「過去 5年以内に担当した事例で最近
終結したものから 8つ」の事例提供を依頼し，偏りのないデータ収集を行うよう努めた。分析事
象を明確にするため，収集事例はユング派心理療法に限定し，学派間の比較は今後の課題とした。
収集事例の内訳は，心理症状を主訴とする 286 事例，身体疾患を主訴とする 42事例であった。 
分析においては，事例提供者と本研究チームが共同して事例検討を行うことでセラピーの内

容と評定に齟齬が生じないよう工夫した。その上で，実証的分析を目指すため，分析に機械学習
を用いることにより，複雑なプロセスを可視化し，変化を量的に捉えた。評定の手続きは以下の



通りである。①事例提供する心理士は，担当事例のプロセスを簡潔にまとめると共に，心理療法
で生じる変化を外的・内的に評価した。その際，評定はパイロットスタディから得られた指標を
用いた（Hatanaka, 2022）。②事例検討会において事例提供者はこれらの事例を発表し，本研究
チームとの合議により最終の評定を行った。この評定を機械学習により解析した結果を元に，心
の変化の契機やその波及について，心理症状を主訴とするオーソドックスなグループのデータ
から検討すると共に，心理症状群と身体疾患群のプロセスの比較を行った。 
 
(2) 【コロナ禍における心の反応と回復プロセスの分析】として，コロナ禍で心理療法を継続し
ている来談者に関して，5年以上の臨床経験を有する公認心理師・臨床心理士より情報提供を受
けた。具体的には，2020 年 4 月以前に心理療法を開始していた事例を対象とし，情報提供する
心理士に対して，[1]2020 年 5月末時点（1 度目の緊急事態宣言の終了時期），[2]2021 年 1月末
時点（第 3波のピークを越えた時期）において，来談者にどのような反応が見られたか，当時の
記録を振り返る形で評定を求めた。情報提供を受けた事例は，211 事例であった。 
評定項目は，コロナ禍に対する反応，コロナ禍と関連してクライエントにみられた変化，コロ

ナ禍との関連は明らかではないがクライエントにみられた変化，心理士から見て当該事例にコ
ロナ禍はどのように影響したと判断されるか（ポジティブな影響あり・ネガティブな影響あり・
双方向の影響あり・影響なしの 4 段階で評定），コロナ禍の影響があったと思う場合，その「影
響」はどのようなものか等から構成された。各項目に記載された内容については，臨床心理学的
視点から検討し，カテゴリー分類を行った。 
加えて，予備調査段階ではあるが，63 事例を対象に追跡調査を行った。[3]2022 年 6 月時点

で，コロナと関連した変化及びコロナとの関連は不明瞭な変化を再び評定し，コロナ状況下で起
こる心理的な反応について，より長期的な視点から検討を試みた。 
 
４．研究成果 
(1) 心の回復・変化の契機の検討 
心理症状を主訴とするオーソドックスな心理療法 203 事例のプロセスをメタ的に分析し，来

談者の変化の契機となった要因について複合的な視点から検討した。以下の一連の結果は国際
学会での発表の後，英語論文として発表した (Hatanaka, 2022)。 
まず，プロセスにおいて相談者に「心理的問題の変化」が生じていたことが明らかとなり，心

理療法の有効性がデータに基づき実証的に示された。また，心理療法のプロセスでは，来談者の
心理的問題の変化だけでなく，就職や結婚といった「現実面での変化」，夢や箱庭における「イ
メージの変化」といった，多層的な変化が生じることが明らかになった。心理療法の中で意図し
て焦点が当てられていたわけではないにもかかわらず，来談者の現実的な適応にも改善が生じ
ることは興味深い結果と思われた。 
また，来談者自身が心理療法の外で行う「主体的なアクション」，感情表出・自己表現などの

来談者による「表出の動き」，偶然の出来事の連鎖といった「コンステレーション」も変化の契
機となることが明らかになった。一方，改善に向かう動きとは別に，プロセスの中で，例えば新
たな症状や問題行動の出現などの「ネガティブな動き」が生じることが，後に相談者の変化を促
進する契機となっていたとの結果は，心の変化における逆説的な側面を示唆するものと捉えら
れた。また，自然な心の回復に向かうのを自ら妨げるような方向に，来談者自身や周囲が動くこ
とも一定数みられることが明らかになった。 
加えて，来談者本人が変化するだけでなく，心理療法に直接かかわっていない周囲の人々へも

「変化の広がり」が波及する事例がみられることも明らかになった。共同体意識が薄れ，個人が
コミュニティから離れた現代でも，こうした波及が見られたことは興味深く，日本人的な心のレ
ジリエンス機能について示唆を与える結果と考えられた。現代では薄れた共同体機能を担うよ
うな役割を，心理療法が果たしている可能性もうかがえ，得られた知見を元に論考等を掲載した。 
 
(2) 心理症状群と身体疾患群のプロセスの比較 
プロセスの継時的変化の分析を導入して，心理療法のプロセスを 3期

に分け，心理症状群と身体疾患群の評定結果を比較し，国際学会での発
表を行った。分析手法としては，機械学習を用いることにより，複雑な
プロセスを可視化し，変化を量的に捉えることを目指した。たとえば，
図1は心理療法の初期から中期にかけてみられた変化のプロセスを可視
化したものである。この図からは初期にみられた変化が，中期でのどの
ような変化につながったかの複雑なプロセスがみてとれる。心理療法の
プロセスにおいて，多様な動きが絡み合って来談者の心の変化に繋がっ
ていることは，臨床実践と通じるリアルな結果として捉えられた。 
これを「心理的問題の変化」「現実面の変化」といった要素ごとに分解

し，変化を量的に捉えたものが図 2である。心理療法の初期・中期・後
期にかけて，来談者の内的なあり方が変化していくプロセスを時系列で
示している。 
 
 

図 1．機械学習による心理
療法プロセスの可視化 



 
 
 
 
 
 
 
まず，心理症状群の特徴としては，心理的問題からの回復を自ら「拒否」したり，回復を妨げ

る他者との「共犯的ともいえる関係」が目立つ一方で，3期になると，「現実面の変化」が大きく
なり，周囲の人へも「変化の広がり」がみられた。心が作り出す一種の妥協形成とも言える心理
症状を主訴とする群では，変化に自らブレーキをかける傾向があるため，心の変容には時間がか
かるが，長いプロセスを経ての変化は大きいことが示唆された。 
これに対して，身体疾患群は心理症状群よりも，患者の持つ心理的課題が早期に解決しやすか

った。身体疾患群の特徴としては，2期から既に，「イメージ（描画・箱庭など）の変化」，「心理
的問題の変化」が大きく，本人の意識が心の問題から遠いため，身体で表現されていた問題が，
イメージ表現を媒介に変化しているのではないかと考えられた。また，死・別れのテーマよりも，
家族との縁が再び繋がったり，新しい事業を計画したりなど，生に向かうテーマが目立ち，「他
者との繋がり」が変化の契機となった。こうした結果からは，従来の「否認→怒り→受容」とい
ったモデルとは異なり，死に際しての心の成長・変容の動きも示唆された。 
以上から，心理症状群と身体疾患群が持ちやすい心理的問題と,治療機序における変化のポイ

ントには違いがあることが明らかになった。本研究では，身体疾患群のサンプル数が少ない状態
であるため，引き続き身体疾患群の事例を収集し，両群の比較からネガティブな状態が身体に現
れる場合と精神面に現れる場合の異同について検討していきたい。 
 
(3) コロナ禍における心理的反応の分析 
① 2020 年 5月末時点（一度目の緊急事態宣言終了頃），② 2021 年 1月末時点（第三波が収

束しつつある時期）の 2つの時期について調査を行い，心理療法を受けている人へのコロナ禍の
影響を検討した。本研究で得られた知見は，学会発表の他，自治体広報誌等への論考掲載や，様々
な講演の形で社会発信を行った。 
まず，「担当事例にコロナ禍の影響が見られたか」4 段階での評定に関しては，コロナ禍の直

接的な影響は，時間経過につれて減少傾向が見られた（図 3）。また，ネガティブな影響の多く
は，コロナ禍での行動制限や自粛生活に起因したが，ポジティブな影響には，「オンライン授業
となり，出席しやすくなった」「世の中が大変な状況になり，自分の悩みが小さく感じた」など，
多様性が見られた。こうした結果は，コロナ禍という未曾有のストレス状況下におかれた人の心
の反応と，そこからの回復や変化の可能性について示唆を与えてくれるものと考えられた。 
次に「コロナとの関連は不明瞭だが相談者に生じた変化」を調査したところ，進学，就職，結

婚，出産といったライフイベント等，客観的にも明らかな現実生活上の変化が，半数以上の事例
で見られた。更にその事例について，「前年にその変化の兆候があったか」も尋ねると，半数以
上がコロナ禍で急に生じた変化と評定された。本調査の結果は，コロナ禍において，社会・生活
形態の変化を上手く利用できた人の存在に加え，個人の人生における新たな動きや価値観の変
革が生じやすくなっている可能性も，示唆するものとなった。これは，コロナ禍という大きなマ
イナスの流れの中で，ショック状態からの回復を超えた個人の心の成長可能性を示すものとも
捉えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 その後の追跡調査として，③2022 年 6 月時点で，コロナと関連した変化，コロナとの関連は
不明瞭な変化を再び評定したところ，変化が生じた事例全体では「コロナに関連のない変化」が
主で，また，進学・就職・結婚・出産といったライフイベント等，「客観的にも明らかな現実生
活上の変化」も継続的に生じていた。これは世の中の混沌が続く中，個人が変化する機会は継続
している可能性を示唆する結果と考えられた。 

図 3 コロナ禍で心理療法を受けている人にみられた変化 

― 身体疾患群 

― 心理症状群 

図 2 変化（改善）を捉える 3 軸について－心理症状群と身体疾患群のプロセスの比較－ 
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